
佐
賀
市
交
通
局
は
時
刻
表
ど
お
り

運
行
が
で
き
て
い
な
い
路
線
の
見
直

し
や
、
収
益
の
状
況
に
応
じ
一
部
路

線
の
改
廃
を
行
う
た
め
、
ダ
イ
ヤ
の

改
正
を
本
年
６
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
迎
島
線
の
廃
止
が
次
の

よ
う
な
理
由
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
迎
島
線
の
改
廃
が
危
ぶ

ま
れ
る

迎
島
線
（
佐
賀
駅
バ
ス
セ
ン
タ
ー

〜
千
代
田
町
迎
島
）
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
上
り
４
便
、
下
り
３
便
の
運

行
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
が

一
日
平
均
41
人
（
一
便
平
均
五
・
八

人
で
千
代
田
町
の
利
用
者
は
平
成
19

年
10
月
の
調
査
で
は
乗
車
し
た
人
、

一
便
平
均
１
・
６
人
、
降
車
し
た
人
、

一
便
平
均
１
・
３
人
）
と
極
め
て
少

な
く
、
佐
賀
市
（
４
０
０
万
円
）
と

神
埼
市
（
６
０
０
万
円
）
か
ら
の
補

助
金
に
よ
る
赤
字
補
塡
で
路
線
を
維

持
し
て
い
る
状
況
で
す
。
佐
賀
市
交

通
局
は
「
今
後
も
利
用
者
の
増
加
や

改
善
が
見
込
め
な
い
た
め
、
迎
島
線

の
廃
止
を
検
討
す
る
。」と
言
っ
て
い

ま
す
。

二
、
地
元
住
民
の
声
は

黒
津
区
長

集
落
と
し
て
は
存
続
し
て
欲
し
い
。

地
区
で
一
年
間
に
バ
ス
の
駐
車
料
金

と
し
て
５
万
円
、
利
用
者
増
の
た
め

回
数
券
補
助
と
し
て
１
セ
ッ
ト
３
千

円
の
う
ち
１
千
円
を
補
助
し
、
年
間

３
万
円
前
後
負
担
し
て
い
ま
す
。
廃

止
に
な
る
と
通
院
や
通
学
が
不
便
に

な
り
ま
す
。
神
埼
市
と
し
て
の
対
応

策
を
考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

下
神
代
区
長

こ
の
路
線
は
下
村
湖
人
生
家
も
あ

り
、
観
光
路
線
と
し
て
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
廃
止
に
な
れ
ば
、
買
物
や

通
学
に
不
便
で
す
。
ま
た
、
人
口
の

減
少
に
拍
車
が
か
か
り
ま
す
。
是
非

存
続
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
津
区
長

廃
止
に
な
れ
ば
バ
ス
も
通
っ
て
い

な
い
千
歳
地
区
と
言
わ
れ
ま
す
。
過

疎
化
が
進
む
こ
と
が
心
配
で
す
。

三
、
ど
う
す
る
市
民
の
生
活

路
線

神
埼
市
は
市
民
の
生
活
に
関
す
る

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
早
く

市
民
に
知
ら
せ
、
今
後
の
対
応
策
と

併
せ
て
市
内
の
交
通
対
策
を
提
示
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
３
月
議

会
で
の
論
戦
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
、
広
報
委
員
会
）
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神埼市千代田町迎島線を走る

佐賀市営バス（黒津バス停駐車場)
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